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月刊 • え < てびあん-立 m と a ろラ • a 川に生きよラ 


通巻 85 巻 


次は『柔道王国』か? 


森幸夫七段が 
受賞を機に構想かたる 


tr 


表紙は語る 


まいあ一と■切り轮 
「嚷砂山へ」 by 瀘»用磨子 


真如死だより 


Kil 


r .^jm 

三 B の 

( 8 ) 1 自 «| つみだで 1 

定期預金 

立川支店 


8月3日(±) 

吉例 

花火大会 

策天の邐金 u 整 Bmu 
於 • no 立昭 wies 公 *) 


先ごろ！^ sifti 供の 『全 ff * 道 
*段者 大会」で二十回 出場と いぅ 
偉*をな しとげた 森七段{羽衣町) 
が 表釤 された。 現役での活» と 同 
時に•後進の指濞 こそ 急務と 「王 
国 j «设のゆめを M る 七 段ぃ相 tt 

界に昧 いて 『強*•立 川 j となれ 

るか どうか，この 栺潺者に A うと 
ころが 多い立 川の 柔谨界 だ" 


この # から * IT 式に rh- の柔 is .ii 
盟の会長 1 :なった 森 幸夫七段の 
柔道歴は先ずもって 13? 中の|涑 
t 云ってよい*明治大学 t いえば 
当時、全 KI か广>強雀ばかりが 琅 ま 
っていた " その中で 坍え • られ，杜 
会人になって 2 年； 113 の 24 ^ ですで 
に 5 段を»将していた办 
しかし、当の 森七 段は「自分は 
カメのような 存在 だと思うんです 0 
じっくり 柊 練をつんでゥサギ 1 :追 
いついていきたい Jt 控え目に語る " 
その「カメ « 觉」がものを i っ 
たのだろうか > 教宵者の道を歩む 
よラ C なる 。III 学 K 大学久我 lli ffi 
校で 教粮 をとり • 客くの後進を ff 
てて 5 た ** 一方•地元の立川では 
羽衣町に「羽衣 双 学舍 ® Jfi 場」を 
設立して 卜 年にもな&。 

おらに小 . 中学生を«谢から找 
えている • . 1* 供たちは今 *35 名く 
らいになる t いう " 水 «• 土 K に 
迫場を W いているが • a 近は受块 
のための ® 通いが铖 L いため•他 
の 限： 〇にも閒枚してぃる〇 



ま： T 実奶の森保夫氏も* i £ 
家で ( H 在六 K ■道場《りで^毋院 
を阑いている a ft 近，立二中に 

柔道部が削 a され，森 ! i 弟の指 4 
でぐんぐ 4, 成 |« をあげているという " 
こんな柔进 « 境ら，ひとえに森 
氏の「カメ S 觉」が築いてきたも 
の t 云えよう•そんな中にあつて 
も • 森七段の沿える： na は哀 
えをみせない。森氏他特の「現役 
1 ¢ 覚」といえよう • 今一 ; 「仝 [a* 
ifi 高段 -6 大会」において、二十网出 
塌という恸業を aft;fi 館から衮彭さ 
れたのも • 氏の * み U ずれた te り 
強さを坝わしているのだ。 

この指 # S を 3: て • 立川は相 m 
に紱いて「強 * 」の仲間いりが出 
來る日も速くないであろう。しか 
L" ftIt 自身はらつと先を a つめ 
ているよラだ。「本当に^道が生き 
てくるのは、子供たちが成长 1 て 
社会人になつてからじやないで十 
か。 m 拶ひ t つにしても • 武逍を 
身 1: つけた子はどこかちがいます」 
立川は今 • 確かな指 # 者を得た U 



作 1 J の速®さんは • 
「立川切り Is 友の* j の 
公長さ八である•砂川 
公民 te で切”： a の讲座 
が W 1 かれた•そこに$ 
加 L たのが•速 1(1 さん 
と切 bsa を給びつけた 
於扨であった•琪師が 
- K -^太可先生で • 今 
口でもグル—ブ U 先生の f ? 4を P 
いでい气昭和 58 卞以米-^いぅか 
ら oc 年はどに4なる. 

ところで•表 fit の切り給のモチ 
1フにな C ている「8!砂山1.だが±* 
年•実 R に枨を I てきてい f 
「中国の«铨の近くなんですが • 
眇说のなかじある砂山といぅ3じ 
なんです•ふも tLr n 牙眾とい 
•ゐ名な湖がありま L てね•何故 
そ s ： なに有名か t いぅ t •二 T f ^• 

ながら水を絶やしたこ t がない A 
だそぅです*ぇぇ，三か E :« を I 
たとて L 奇鼴な湖でした j 

切り絵の tt 力を pn く trtTt 
ひと PC や云 1 ませ / t けど•资硌 
された強さをど 5r < 项するかじや 
ないか 14 ね j 

次のモチ — フは何だろうか 4 


サンパ I ナデイノから 
今年も交換留学生 




アメリカの 
UW 都市であ 
るサンバ—ナ 
ディノ市か A 
今年も 4 人の 
商換高校 { L が 
到考 7H2 

日 • 市 K 会 fa 


立川 -vrMy ク乂 


内のブチモンドにおいて tk 迎パ丨 
ティーが ra かれた • 

高校卞 4 たは， M の疲れもみせ 
ず*立川に滯在中に何を学びたい 
かなど ， n 本鉼で X ビーチをして 
会 SP をわかせた。 

また*立川ではホームスチィを 
茂行するが •.?. 銳が«介されてパ 
I チイーは終始なごやかに^めら 
れた • なお • この交換留学 1-: 制 * 
は昭和 37 年からで，今年で 29 ISJ め。 


「けやき出版」の 

十周年おめでとう 

十年一•刖の七夕の日に(なんとい 
う5?ごころ！)•立川の-以心を出 
版してゆこうとスタ—卜した 「㈱ 
けやき出版」が L 月八：！：，その十 
la 年を祝う会を沏いた。 

この H •平安間1:钜<»た方々は 
立川の知诹人•同社の出版物に寄 



与した * 者、 

写典家 

など 60 名あま 
济水定社 
長をはじめ t 
して、それぞ 
れに： 1 S ” 尽く 

せない稍年のェビソ I ドに共鳴の 
声があがつていた e これからの卜 
年が「飛躍」の *::！: で * らんことをく 


ru 少は * 心辟の « 汰にょいと 4{: 
朱いわれてきたが • 生活のなか <: 
さらんと鉗み込 A でい 6 入 a そう 
多 <a ないょうである • 巴 H 1 の B/ 
を ^ いていたら‘フランスの友人 
<: 会つた•お ^ でも、と rt つたら 
IW わられた • 今は；中だと！-?フ 
ので /)&• この ^ をべ Ai リンで ifi 
WL ていも四户慠杞さんが川に 
一時 W つて > ている時 i; はな L て 
みる t" いかにも 3fp クバ入ら 
L いと笑つた #^ 紡の《か 4 胧 4 
Kfb-w 物： ^ でのゥォ — クラリ | 
U# 加して •«!: 「いい汗」をか 
いた • ぶらぶら少 iuu ない * f 
a の K 張 ® がある • かと；〇て老 
入や - f- 供には te 理というので U な 
{. | 応の»;*阼をそな之ていれ 
ば M1: でも出米るところは r ift ル」 
とそつくりで * る • 7 えられた地 
図の » 方が 1R れな i で 1: 少し時 |» 
がかか 6 が • S 々憤れてくる ^® 
もまたいい * ど〇くらいの al さで 
歩いたらいいのかそれは W され 
た「ある時問』が決め • られている * 
それに ft ちかい人が tt 梆といラ 
の tssa ている # ノルゥエ—でク 
口 X カント V—k 会に行き/>わせ 
たことが /) る*本格的なルールで 
大说挖なものであつたのでだれ 
t が 1 早いもん W ち」 t 決めて先 
VKC たが • 表彰式で 16 はが佬去 
されてみると • 全 f4^ の ^5■ 時間 1: 
1¢ 近い令が * .!1» とい 1 会塢 |1 
5¢ いの ia で W やかな！ WFT の去釤 
式を今に忘れない籲钊厢や刊休 
ごのみにえ<てびめん 
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦ 

{ W 5 小|-|»&予裨山肩？ «川 2? ula » 子 

申 HII1 寧！ K3rli.fft&3crfJ9;4_IKfi- 

( 琴 « } xwJt R 校 « Ig sQK 在 

a>>«f**vt 川 一 fi 拿 40 


费い日がつづきます" 

.& 休みで•旅行に出られ 
る方も多いでしょぅが， 

立川の S もすてたものじ 
やありません-诹訪まつ 
り、花火大会、ミス • コ 
ンテス ト •• •。苑も谅 
しく L てお待ち中します* 

■日時 8 n21 □水 

ャ後2時〜 4 時 


|> 9|« 冬莽 • 苒如 {R 物： S をは： j めと 
して映 S など . fes: りだくさんの ⑴& 
が L てございます。 

■ ヶ ： )|||||«( 成入>に限らせて垧き 

ir . 



@ 立川クイズ ■ 

iK 句の , ?節とな#* i した •<- 

i ^ l . t *^ SAico , J :, Mlt*cn 

に卩 (:.9 shk つており i - r . 

そこで今 n は*功神? ii : ついて 
のクィズをひとつ* 

詉訪神社(柒崎町一は•たいへん 
i 〜い wtfl のある神 tt でして•そ 
の JLn 、 紡大社か4立川に勧 
W された t いうこ t ですが•さて 


それは いつ 頃のことで I ょぅか • 
①甲安時代 W 期(2)嫌 fr 昤代末明 
時代中 M 

【 7 月弩の茶】 〇 

もともと a .!? 氓川と JS 川—水 
a 砂川 * r ; 黹のあたゎで合^ してい 
i L た。その後 • 伐 « 川が 1 :水の 
T を i® れるょぅにしたのですが ‘ 
生活^小のた y)nl 制川が增水 L て 
L ば L ば ? [i® • そこで咕相汹年 • 
玉川上水 4* 地下に 4 ぐ 4 せ.洩哏 


I 



自然 K 寮に ！ T a ること，知る 

ことそして拔することの歌しさが 

た<さんぁ4•ち2つとした埸叫 

例えば立川&路一兮の*のみを / r ( 


ml ている-/四季を jcji じて•フ 
エンスの|^0などでいろんな野单 
たちに川含ぅ • 早*を (2 どるミツ 
バッチグリの贫色ぃ (&• AH 5: め 
フェン？ < u » r . t > 上つたスずカズ-フ 
の甘い典に找 L •つい先 fcfl までは 

«* に? H1 たナワシロイチゴの Inf 

1% が % られた • エビズル t/J ちら 

こち 4 に M られるよう 1: なつた • 

ブドゥを小形(:1たょぅな捻がふ 


I ぶ1に成り.秋には出1<热す* 
14野植物31 u (: ょれば•若い後と 
«とにびつしりと^紫の毛が/)つ 
て英 L く•この色をエビにみたて 
てその名がめり•舌名は H ビカズ 
ラ ittln c て後にブドク tm ! ラ名 

r ; なつた tiK されてい 6" この* 

たり S 1 思いがけない R 生 flift に出 

介う fti > JS でもあも•さて•今立 

川に自然の翰木林が出*つつある 

:. と ||» つても，へ！ -15 そんな所が *; 

t « 問に恐うだろうが • Killlw 地 

&の広い堆 1 T 塔地 W 地 f ' ltt ] 汁 

111で u rga 保地 J tsc て今は計 

_のない荒地•一1+年 ifi ; く t 放 E 

されていると先づ植生の大きな * 

I: ■ - 




化1:気づく •かつての芝地から^ 

牮地へ•そ I て今はヤマザクラや 

エノキ，ウルシなど大小 ft 々の雑 

木が1£ぇ，?1^はかかるヒー|〔ゎれ 

ている荚 L い) i 木 H * へ • 自然淘汰 

の初明を迎ぇている•いつかはこ 

の J 4 も W 発で#と m ぇていくこと 

だろうが。 {拥木功) 


韋 :> isliL 々 uHT 1 は >等•「>. 
vfr > v 李； r •工 > f ^ Y 今 HK 挑 

2ws) rTlw 


or 

@ 


•0 rir 1 f>rr ;?orni BI 
l tlfr :! Y 珙 ， r ! f 々^ a > qo ^ 
々0み 1& ^1吝目?)竽^34*目 

Ir - IIIJ rTY 
?|輋 s^ 


g え < てひあん W859 

平成三年八月 I 日発 a 
陀 nw えくてびあん IfiA エ * 

1:§.舫苗$ 士霓 IT ? . MI & 

パ丨クビ It _ ハ V7S 〇彳 TIIO 
竃鈷 0 四二五 §0082 
rAX ora - iMI ? s -- 
«s 入立,^介 
Rrf 人冲 KAIP 
rnnl 用脒大縻社 
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漢子一字挿入せよ 

▼わが身の事は 
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▼船頭おおくして 

船 •への ぼる 






































































^ 宵城泊:子さん(嗶町 2 丁目〉 

Z 爱檐岭ア命ヒペンタックス SFX 
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ーナオ —•女ゼ炉 


野％和労さん（柒岣町1丁 H ) 
爱檳岭ミノル ダ Gf 7700 i 
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